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努めてきた。 60Co回転照射，二方向同時連続撮影装置， 
X線テレビ，また RI関係としてウエノレ型測定機， レ
ノグラム，ホルボディスキャナーなどの購入である。但
し，これら放射線機器は高価であり，かつ，進歩のはげ
しいものであるので，今後ブロックごとの共同利用を考
えるとか，なんらかの方法による経済的負担の軽減を計
らねばならないと考える。今回はレノグラム 421例，ス
キャニング 301例を施行した結果を報告する。 
1) レノグラムについて:左右分割腎機能検査法とし
て簡単で，反復応用し得る方法として，子宮癌術後の尿
管狭窄，閉鎖の追求に応用し有意義であった。またドッ
クの際 Jレーチン検査として，腎外傷時の検査にも応用し
ている。 
2) スキャニングについて:術前肝スキャンを実行し
て有意義な点を強調したい。脳腫虜，甲状腺，醇スキャ
ニング症例，および乳癌術後の全身スキャンによる転移
例について報告した。 
80.合併切除を伴える胃切除症例の検討
谷口恒郎・小林健次・神津照雄
(谷口病院)
開業以来本年 11月に至る 14年 5カ月聞における，上
部消化管の切除例 5，700例中合併切除を実施した 235例
について，その起因の一端を検討した。
特に胆嚢合併切除を実施したものにおいては，胆嚢合
併切除の方が手術死が一見多いように見えるが，適応を
誤らなければ，胃切除に胆嚢摘出を合併しでも大きな危
険はない。
横行結腸の合併切除は，端々吻合の場合は適応を厳に
する必要がある。横行結腸切除が広汎に及ぶ場合は，む
じろ人工虹門造設を行ない， 6カ月の経過観察後，二次
的に上行結腸 S状結腸吻合を行なう方針である。 
81.肝内胆石症の検討
羽生富士夫・浜野恭一・御子柴幸男・
鈴木茂・中村光司
(東京女子医大消化器センター) 
82.脳神経外科の現況
牧野博安(千大・脳外)
最近の脳神経外科で問題になる点をみつつに分けて報
告した。そのひとつは嚢状動脈癌の問題であって，従来
特発性クモ膜下出血と診断され，安静を第 1と考えて治
療されていた疾患の 8割を占めることが判明され，その
治療法としては外科的に積局的に，その動脈癌の頚部を
結設するかクリップをかけるかが最も良いことを報告し
た。この嚢状動脈癌の起こる場所として汚名の高い 3カ
所について例を挙げて説明した。最も問題となるのは，
この動脈癌の第一回の破裂によって， 15，...."， 50%死亡し
てしまうことで，この出血期に手術を施行しても救命し
得ない現状の打開である。第 2の問題は頭部外傷で，血
腫を伴わないものまたは血麗を伴っても挫傷の強いもの
をどう処置するかについて，われわれはすでに減圧開頭
の重要性を指摘してきたが，その手術の適応であり，第 
3は脳腫虜の治療である。以上の 3点を簡潔にまとめ，
あわせて当教室の現状についてのベた。 
83.教室の現況
1.血液透析について
小高通夫(千大)
教室における人工透析は， 1966年以降で年々増加し，
この施設では収容が不可能となったので，千葉社会保険
病院(松頼荘の改築した病院)の発足にともない，人工
透析部を併設， 71年 8月以降慢性透析を中心に業務を
開始し，すでに 20名の透析を行なうようになった。 
1966年は 20透析であったものが， 67年 87透析， 68 
年 353透析， 69年 742透析， 70年 1410透析と増加し，
本年は社会保険病院分を合わせると 1837透析と幾何級
数的増加をした。
慢性透析患者の経験も増加し，総症例数も 70名を越
え，死亡率も年々低下し， 70年透析開始者  8例中 2例
死亡で， 1年遠隔は 75%であり， 71年透析開始群  24
例中， 1年以内に死亡したものはわずか 3例， 12.5%に
すぎなくなり， 2年以上生存者数名をはじめに， 31名
の慢性透析が両病院に行なわれている。
急性腎不全は， 5年聞に経験したもの 30例で，救命
し得たもの 19例， 63%であり， 外科的症例について詳
細な検討を加えた。 
2.臓器移植について
岩崎洋治(千大)
教室における移植症例は， 腎移植 20例， 肝移植 2例
である。腎移植は生体腎移植 5例，死体腎移植 15例 (16
回)を行ない，その成績も改善されつつある。現在生存
中の症例では，生体腎移植 4年 9ヵ月，死体腎移植 3年 
6ヵ月が最も長く，両者とも本邦における最長生存例に
なっている。
死体腎移植の成績は世界的にも悪く，教室の症例も 
15例中現在生存者は 6例 (3年 6カ月， 3年， 2年 4カ
月， 1年 6カ月， 1ヵ月 6ヵ月)である。 この成績を
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格段と向上させるためには，いくつかの重要な問題点を
解決しなければならない。これら臓器移植の現状の紹介
と，最近 1年間の研究の進展の模様をまとめて報告し
た。その内容は
①腎の  OOC以下の保存，②交叉試験について，③新
免疫抑制剤の導入と使用方法，④移植後の合併症，特に
胃・十二指腸潰虜と肝障害，などである。 
3.小児外科について
高橋英世(千大)
昭和 34年，教室において本格的に小児外科が取扱わ
れるようになって以来，遂年ごとに症例数は増加し，新
生児手術例 20例以上を含む， 180例前後となった。手
術時年令も若年層が増加し，小児外科，特に，新生児外
科の知識が普及するにつれて，その手術症例の内容も多
種類となってきた。
今回は，本邦における小児外科の現況に統計的考察を
加え，同時にわれわれの研究課題である新生児外科，特
に消化管奇形および小児悪性腫蕩について述べ，あわせ
て興味ある症例を供覧した。 
4.消化器外科(主に機能的疾患を中心に)
平島 毅(千大)
最近における教室の消化器外科，主に機能的疾患ある
いは機能的な問題を含んだ治療，とくに特発性食道拡張
症，食道静脈癌，胃潰凄および十二指腸潰、虜の治療につ
いて報告した。
特発性食道拡張症は過去 25年聞に外来数は  320例，
手術数は 196例で，遠隔追求例 166例中良好軽快を合わ
せると 145例， 83.3%であった。最近行なっている有茎
胃弁移植下部食道接合部成形術は 23例に行ない， また
再手術の最終的な方法として 5例にこれを行ない好成績
である。
過去 1年間における門脈圧允進症は 87例で，パンチ
症状群は 38例，肝硬変症は 41例で，食道静脈癌発現率
はそれぞれ 78.1%，89.17%であり， 教室では直達手術
として牌摘噴門切除兼胃震造設術および経腹的食道離断
術を行なっている。
過去 6年聞に消化性潰蕩で教室を訪れた外来患者は 
1015例で， 483例に手術を行ない，胃潰湯 254例，胃十
二指腸潰蕩 62例，十二指腸潰虜  167例で，中山式 BI
法が最も多いが，最近十二指腸潰療には迷走神経切離・
胃前壁固定幽成術を行なっている。 
5.消化器外科(主に癌を中心に)
鍋谷欣市(千大)  
1965年より 1970年までの 6年間の佐藤外科における
統計的観察について述べる。
外来患者数，手術例数ともに，大学紛争のあった 1969
年， 1970年で減少をみる。消化器癌手術例数は， 1965 
年の 214例から， 142例， 167例， 179例， 132例， 121 
例とやや減少傾向にある。
食道癌手術は 258例， 切除例は 160例， 62%の切除
率で，手術死亡 8.7%である。噴門癌手術は 253例，切
除例は 182例， 72%の切除率で，手術死亡し  1%であ
る。胃癌手術は 306例で，切除例は 219例，切除率 71%，
手術死亡1.4%である。このほか， 腸癌手術は  83例，
切除例 63例 76%で最も高率であり，肝，胆，醇癌手術
は 55例中，切除例 9例， 1696の切除率で最も低い。 
84.膳十二指腸切除術(映画)
中山恒明・羽生富士夫・浜野恭一
(東京女子医大消化器病センター) 
85.食道静脈癌に対する牌摘噴門切除兼胃痩造設術
(映画)
佐藤博・ほか(千大)
